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昭和 42年 市民憲章制定宣言大会

昭和 43年 小山田へバス乗り入れ

昭和 51年 河内長野工業団地完成 

昭和 33年 牛のせり市

昭和 59年 市内全小学校で給食開始

昭和 30
年 河内長

野駅
昭和 31年 石仏青年団土俵開き

昭和 60年 保健センター業務開始平成６年 米国カーメル市と国際姉妹都市提携

昭和 30年代
今では見られない
懐かしい光景が
広がっています

住宅団地が
次々と開発され、
人口も増加して
いきました

平成13年 子育て支援センターかわちながの平成13年 子育て支援センターかわちながの

令和になると
コロナ禍で外出自粛
テレワークなど
新しい生活様式が
浸透しました

平成 14年 モックル
コミュニティバス運行開始

平成 24年 あいっくオープンインターネットや
携帯電話が普及し、
世界とつながる
情報化社会へ

平成29年 奥河内くろまろの郷が
「道の駅」に登録

令和3年 新型
コロナウイルス

ワクチン接種
開始
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29
年　
４
月　
市
制
施
行
▽
初
代
市
長
に
小
柴
竹
虎
氏

　
　
　
５
月　
初
代
市
議
会
議
長
に
高
岸
宗
次
氏

　
　
　
７
月　
「
市
章
」「
河
内
長
野
八
景
」
制
定

30
年　
８
月　
「
市
民
歌
」
制
定

31
年　
１
月　
旧
市
庁
舎
落
成
式

32
年　
７
月　
水
道
料
金
を
従
量
制
に

　
　
　
　
　
　
全
家
庭
に
メ
ー
タ
ー
の
取
り
付
け
開
始

33
年

11
月　
天
見
・
加
賀
田
地
区
で
有
線
放
送
電
話
開
始

　
　
　
12
月　
東
京
タ
ワ
ー
完
成

36
年　
３
月　
長
野
遊
園
に
桜
の
若
木
約
３
千
本
を
植
樹

37
年　
３
月　
交
通
安
全
都
市
宣
言

38
年　
５
月　
健
康
都
市
宣
言

　
　
　
11
月　
小
中
学
校
で
ミ
ル
ク
給
食
始
ま
る

39
年　
７
月　
寺
ケ
池
公
園
プ
ー
ル
・
野
球
場
オ
ー
プ
ン

　
　
　
10
月　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

40
年　
３
月　
消
防
本
部
・
消
防
署
発
足

41
年　
４
月　
２
代
目
市
長
に
井
上
喜
代
一
氏

　
　
　
５
月　
本
市
と
五
條
市
を
結
ぶ
金
剛
ト
ン
ネ
ル
開
通

42
年　
６
月　
西
代
町
に
旧
図
書
館
オ
ー
プ
ン

　
　
　
11
月　

｢
市
民
憲
章｣

を
制
定

44
年　
３
月　
本
市
と
橋
本
市
を
結
ぶ

　
　
　
　
　
　
紀
見
ト
ン
ネ
ル
開
通

　
　
　
10
月　
人
口
５
万
人
を
突
破

　
　
　
11
月　
市
の
木
に
「
く
す
の
き
」、

　
　
　
　
　
　
市
の
花
に
「
き
く
」
を
選
定

45
年　
３
月　
総
合
計
画
（
45
〜
60
年
）
を
策
定

　
　
　
　
　
　
大
阪
万
博
開
催

48
年　
４
月　
本
市
初
の
府
立
高
校
・
長
野
高
校
が
開
校

49
年　
１
月　
市
営
斎
場
「
金
剛
霊
殿
」
が
完
成

　
　
　
７
月　
関
西
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

51
年　
６
月　
河
内
長
野
工
業
団
地
が
完
成

　
　
　
10
月　
河
内
長
野
駅
が
橋
上
駅
に

53
年　
４
月　
市
民
総
合
体
育
館
オ
ー
プ
ン

　
　
　
８
月　
異
常
渇
水
が
続
き
給
水
制
限

55
年　
６
月　
休
日
急
病
診
療
所
オ
ー
プ
ン

　
　
　
８
月　
３
代
目
市
長
に
東
武
氏

56
年　
３
月　
大
阪
外
環
状
線
の
富
田
林
〜

　
　
　
　
　
　
河
内
長
野
区
間
（
５・３
㌔
）
が
開
通

　
　
　
11
月　
滝
畑
ダ
ム
竣
工
式

58
年　
６
月　
青
少
年
健
全
育
成
都
市
宣
言

59
年　
１
月　
赤
峰
市
民
広
場
が
全
面
オ
ー
プ
ン

　
　
　
９
月　
市
内
全
小
学
校
で
学
校
給
食
開
始

　
　
　
　
　
　
非
核
平
和
都
市
宣
言

60
年　
４
月　
保
健
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　
　
　
12
月　
河
川
を
美
し
く
す
る
都
市
宣
言

62
年　
２
月　
河
内
長
野
駅
前
再
開
発
ビ
ル
建
設
起
工
式

63
年　
３
月　
人
口
10
万
人
を
突
破　
　
　

　
　
　
５
月　
原
町
に
市
役
所
現
庁
舎
が
開
庁

イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
売
っ
て
い
る
店
が
あ

っ
て
、た
ま
に
祖
母
が
買
っ
て
帰
っ
て
き

て
く
れ
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。
20
分
か

け
て
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
に
乗
っ
て
帰
る
の

で
、溶
け
な
い
よ
う
に
発
車
直
前
に
ア
イ

ス
を
受
け
取
る
の
で
す
が
…
当
時
は
冷

蔵
庫
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
涼

し
い
所
に
新
聞
紙
に
く
る
ん
で
置
い
て

く
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
私
が
帰
る
こ

ろ
に
は
棒
が
見
え
る
く
ら
い
溶
け
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
う
れ
し
く
っ
て
。

西
野　
昭
和
は
市
内
も
住
宅
開
発
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
は
伊
藤
忠
や
旭
化
成
な
ど
大
手
企

業
が
宅
地
造
成
し
て
い
っ
た
時
代
で
す
。

住
宅
フ
ェ
ア
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
抽

選
で
住
宅
が
ど
ん
ど
ん
売
り
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

江
口　
昭
和
は
日
本
全
体
に
活
気
が
あ

り
ま
し
た
ね
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

時
は
、
裸
足
で
有
名
な
ア
ベ
ベ
選
手
を

小
学
校
の
視
聴
覚
室
で
み
ん
な
で
見
ま

し
た
し
、
大
阪
万
博
で
は
北
欧
の
国
の

パ
ビ
リ
オ
ン
で
ミ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
食
べ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
館

の
月
の
石
を
見
る
た
め
に
パ
ビ
リ
オ
ン

の
周
り
で
３
〜
４
時
間
並
ん
で
、
見
る

の
は
一
瞬
で
し
た
。

西
野　
外
国
の
人
自
体
が
珍
し
か
っ
た

の
で
、
万
博
に
来
た
外
国
人
に
サ
イ
ン

を
も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。全

然
知
ら
な
い
、
ご
く
一
般
の
人
で
す
け

ど
（
笑
）

河内長野市 市制施行70周年特集

井
之
本　
私
が
生
ま
れ
た
こ
ろ
は
、
宅

地
造
成
は
始
ま
っ
て
お
ら
ず
、
道
路
も

舗
装
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
赤
ん

坊
の
私
を
母
が
お
ん
ぶ
し
て
、
美
加
の

台
の
赤
坂
上
之
山
神
社
へ
神
ガ
丘
か
ら

お
参
り
に
行
く
の
も
、
草
を
か
き
分
け

て
道
な
き
道
を
登
っ
た
そ
う
で
す
。

江
口　
寺
ケ
池
周
辺
も
開
発
前
は
ア
カ

マ
ツ
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
知
り
合
い
が

魚
釣
り
に
来
て
い
た
そ
う
で
す
よ
。

　
私
は
学
生
の
時
に
河
内
長
野
に
引
っ

越
し
て
き
ま
し
た
。
友
だ
ち
と
難
波
で

遊
ぶ
た
め
に
千
代
田
駅
に
行
く
の
で
す

が
、
道
路
状
況
も
あ
ま
り
よ
く
な
い
の

で
雨
が
降
る
と
足
に
泥
が
掛
か
っ
ち
ゃ

っ
て
。
大
和
川
手
前
で
天
気
が
変
わ
る

こ
と
も
あ
り
、
こ
っ
ち
で
雨
が
降
っ
て

い
て
も
難
波
は
晴
れ
て
る
こ
と
も
よ
く

あ
り
ま
し
た
。
１
人
だ
け
泥
だ
ら
け
で

（
笑
）。

井
之
本

河
内
長
野
駅
の
近
く
に
は
ア

昭
和
29
年
４
月
、
人
口
３
万
１
０
５
２
人
で
発
足
し
た
河
内
長
野
市
。

今
回
は
長
く
本
市
で
暮
ら
す
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

あ
の
こ
ろ
の
河
内
長
野
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
河
内
長
野
に
つ
い
て

貴
重
な
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
過
去
と
未
来
に
思
い
を
馳
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

生まれも育ちも鳩原。左写真は母が仕立てた
服を着た井之本さん。観心寺保育園の一期生
で、右写真は下駄をはいている先生や当時
の観心寺のご住職と一緒に撮影したもの。

生まれも育ちも鳩原。左写真は母が仕立てた生まれも育ちも鳩原。左写真は母が仕立てた
服を着た井之本さん。観心寺保育園の一期生服を着た井之本さん。観心寺保育園の一期生
右写真は下駄をはいている先生や当時右写真は下駄をはいている先生や当時

の観心寺のご住職と一緒に撮影したもの。

昭和37年の長野商店街。「まちに
行く」といえば長野商店街に出か
けるのが当時の楽しみだった。

井之本さん 当時の寺ケ池の様子（右写真）。昭
和 38年に都市公園に指定された。
昭和 41 年の千代田駅前踏切（左写
真）。急いでいる時は電車に飛び乗っ
て車掌さんにきっぷを切ってもらう
ことも。昔は改札が地上にあったの
ですぐ電車に乗れたのだとか。

昭和 45年、貴望ケ丘
の住宅地が造成され
た後、昭和 48年に河
内長野へ。市観光ボ
ランティア倶楽部の
会長を務めている。

子どもを連れてよく関西
サイクルスポーツセン
ターや滝畑に遊びに行っ
たという西野さん。写真
は昭和55年滝畑ダム築
造工事の様子。

西野さん
平成元年、自然が豊かな土地
で子育てがしたいと河内長野
へ。美加の台の住宅フェアは
高倍率だったが運よく
当選し、大阪市内か
ら移り住む。

当時の寺ケ池の様子
和 38年に都市公園に指定された。
昭和 41 年の千代田駅前踏切
真）。急いでいる時は電車に飛び乗っ
て車掌さんにきっぷを切ってもらう
ことも。昔は改札が地上にあったの
ですぐ電車に乗れたのだとか。

昭和 45年、貴望ケ丘昭和 45年、貴望ケ丘
の住宅地が造成されの住宅地が造成され
た後、昭和 48年に河た後、昭和 48年に河
内長野へ。市観光ボ
ランティア倶楽部の
会長を務めている。

江口さん

当時の救急車 旧市庁舎紀見トンネル異常渇水

生まれも育ちも鳩原。左写真は母が仕立てた
服を着た井之本さん。観心寺保育園の一期生
で、
の観心寺のご住職と一緒に撮影したもの。

昭和37年の長野商店街。「まちに
行く」といえば長野商店街に出か行く」といえば長野商店街に出か
けるのが当時の楽しみだった。

西野さん西野さん
平成元年、自然が豊かな土地平成元年、自然が豊かな土地
で子育てがしたいと河内長野で子育てがしたいと河内長野
へ。美加の台の住宅フェアはへ。美加の台の住宅フェアは
高倍率だったが運よく
当選し、大阪市内か

活
気
が
あ
っ
た
子
ど
も
時
代
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お
弁
当
を
作
っ
た
り
と
思
い
出
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

江
口　
子
ど
も
が
剣
道
を
習
っ
て

い
て
、
そ
の
関
係
で
大
楠
公
武
者

行
列
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
本
格
的
で
し
た
よ
。
今
の
ラ

ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
か
ら
駅
前
ま
で
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
会
を
手
伝
っ
て
い
る
時

は
、
滝
畑
レ
イ
ク
パ
ー
ク
に
行
っ

て
遊
ん
で
、
青
少
年
活
動
セ
ン
タ

ー
で
宿
泊
し
て
、
夕
月
橋
の
下
で

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
し
た
り

と
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

西
野　
滝
畑
に
は
私
も
よ
く
子
ど

も
と
川
遊
び
に
訪
れ
ま
し
た
。

井
之
本　
私
が
小
学
生
の
こ
ろ
は

武
道
館
に
書
初
め
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
母
と
バ
ス
に
乗
っ
て

見
に
行
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

江
口　
そ
の
横
に
は
図
書
館
も
あ

り
ま
し
た
よ
ね
。
小
さ
い
子
が
遊

べ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
た
の
で
子

ど
も
を
遊
ば
せ
て
い
ま
し
た
。
市

民
会
館
で
は
母
が
踊
り
の
発
表
を

し
て
い
ま
し
た
。
今
の
キ
ッ
ク
ス

の
ス
テ
ー
ジ
と
比
べ
て
狭
か
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

井
之
本　
自
治
会
や
子
ど
も
会
が

開
催
し
て
い
る
地
蔵
盆
で
は
、
子

ど
も
と
河
内
音
頭
を
踊
っ
た
り
、

秋
祭
り
で
は
参
加
者
に
ふ
る
ま
う

井
之
本
　
小
学
生
の
こ
ろ
は
家
に

電
話
が
な
く
て
、
ど
う
し
て
も
必

要
な
時
は
地
域
に
あ
っ
た
農
協
に

行
っ
て
電
話
を
借
り
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
う
ち
の
地
区
で
も
有
線
放

送
電
話
が
始
ま
っ
て
、
今
は
ス
マ

ホ
で
買
い
物
も
で
き
る
時
代
に
な

っ
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

江
口　
ダ
イ
ヤ
ル
式
の
黒
電
話
が

家
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
０
と
い

う
数
字
を
回
す
の
が
面
倒
で
、
か

け
間
違
い
も
よ
く
し
ま
し
た
。

西
野　
昔
は
駅
と
か
タ
バ
コ
屋
さ

ん
と
か
公
衆
電
話
の
あ
る
と
こ
ろ

で
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
す
る
と
テ

レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
も
ら
う
こ
と
も

多
か
っ
た
で
す
。

江
口　
友
だ
ち
か
ら
の
電
話
は
家

に
く
る
の
で
、
難
波
や
長
野
商
店

河内長野市 市制施行70周年特集

7

元
年　
４
月　
河
内
長
野
駅
前
に
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
消
費
税
導
入

　
　
　
10
月　
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー「
あ
か
み
ね
」オ
ー
プ
ン

　
　
　
12
月　
国
道
３
７
１
号
バ
イ
パ
ス
開
通

２
年　
３
月　
向
野
住
宅
街
区
整
備
事
業
第
１
期
住
宅
工
事
完
了

　
　
　
　
　
　
滝
畑
小
学
校
が
閉
校
（
高
向
小
学
校
へ
統
合
）

　
　
　
９
月　
府
立
花
の
文
化
園
オ
ー
プ
ン

３
年　
５
月　
第
１
回
市
民
ま
つ
り
開
催

４
年　
２
月　
河
内
長
野
市
国
際
交
流
協
会
が
設
立

　
　
　
４
月　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
７
月　
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

６
年　
４
月　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

　
　
　
　
　
　
カ
ー
メ
ル
市
と
国
際
姉
妹
都
市
提
携

７
年

１
月　
阪
神
・
淡
路
大
震
災

　
　
　
５
月　
「
岩
湧
の
森
」
全
面
オ
ー
プ
ン

８
年　
６
月　
人
権
擁
護
都
市
宣
言

　
　
　
８
月　
４
代
目
市
長
に
橋
上
義
孝
氏

９
年　
５
月　
ふ
れ
あ
い
考
古
館
オ
ー
プ
ン（
現
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館
）

　
　
　
10
月　
な
み
は
や
国
体
開
催

　
　
　
　
　
　
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
決
定

10
年　
５
月　
愛
称
が
「
モ
ッ
ク
ル
」
に
決
定

12
年　
４
月　
南
河
内
清
掃
施
設
組
合
第
２
清
掃
工
場
が
稼
働

　
　
　
　
　
　
あ
や
た
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン

13
年　
５
月　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
わ
ち
な
が
の
オ
ー
プ
ン

14
年　
７
月　
モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
開
始

街
に
遊
び
に
行
く
な
ど
、
行
動
が

親
に
は
筒
抜
け
で
し
た
ね
。

　
長
野
商
店
街
に
は
洋
服
の
仕
立

て
屋
さ
ん
が
あ
っ
て
、
母
が
よ
く

利
用
し
て
い
ま
し
た
。
市
場
や
お

風
呂
屋
さ
ん
が
あ
っ
て
活
気
が
あ

り
ま
し
た
ね
。
千
代
田
に
も
商
店

街
が
あ
っ
て
そ
こ
で
買
い
物
を
す

る
こ
と
も
。
千
代
田
台
に
も
お
米

屋
さ
ん
な
ど
数
件
の
商
店
が
並
ん

で
い
て
夏
場
に
は
金
魚
す
く
い
な

ど
縁
日
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
の

活
気
が
、
今
の
河
内
長
野
に
ま
た

戻
っ
て
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
。

元
々
大
阪
市
在
住
で
こ
ち
ら
へ
や

っ
て
き
た
の
で
す
が
、
自
然
の
中

で
の
び
の
び
子
育
て
で
き
て
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
人
口
も
減
っ
て
落
ち
着

い
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
は
子
ど

も
さ
ん
も
多
く
、
小
学
校
の
ク
ラ

ス
も
6
ク
ラ
ス
ほ
ど
あ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
通
勤
も
難

波
方
面
の
電
車
は
い
つ
も
満
員
で

し
た
ね
。

井
之
本　
昭
和
の
終
わ
り
ご
ろ
か

ら
平
成
の
始
め
に
か
け
て
児
童
数

が
増
え
ま
し
た
。
美
加
の
台
小
学

校
に
赴
任
し
た
時
は
、
１
ク
ラ
ス

15
人
ほ
ど
が
翌
年
に
は
40
人
く
ら

い
に
な
り
ま
し
た
。

滝畑レイクパーク（平成 28年閉園） 大楠公武者行列の様子 キックス建設前にあった市民会館賑わう長野商店街
市役所新庁舎落成記念にも
テレホンカードが発行された

「懐かしい！」と
盛り上がるみなさん。
話題は昭和から
平成へ──

昭和 44年に電話局番ができた

青少年活動センター ノバティながのフォレスト三日市

人
口
も
建
物
も
増
え
た
平
成
の
始
ま
り

電
話
の
発
展
と
、
便
利
に
変
わ
っ
て
い
く
世
の
中

平成 25年航空写真

　
　
　
　
　
　
キ
ッ
ク
ス
（
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
・
図
書
館
）
オ
ー
プ
ン

15
年

10
月　
三
日
市
町
駅
前
再
開
発
事
業
再
開
発
ビ
ル
着
工

16
年　
３
月　
く
す
の
か
ホ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
４
月　
み
の
で
ホ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

17
年　
３
月　
河
内
長
野
駅
前
交
通
広
場
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

　
　
　
　
　
　
河
内
長
野
市
人
権
協
会
が
設
立

　
　
　
７
月　
三
日
市
町
駅
前
再
開
発
事
業
再
開
発
ビ
ル

　
　
　
　
　
　
「
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
」
オ
ー
プ
ン

18
年　
６
月　
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー

　
　
　
　
　
　
（
公
用
車
）
に
よ
る
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始

19
年　
５
月　
滝
畑
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
（
滝
畑
民
俗
資
料
館
を
整
備
）

　
　
　
11
月　
市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
る
ー
ぷ
ら
ざ
」
オ
ー
プ
ン

20
年　
８
月　
５
代
目
市
長
に
芝
田
啓
治
氏

21
年

11
月　
戸
籍
事
務
を
電
算
化

　
　
　
　
　
　
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

22
年　
３
月　
教
育
立
市
宣
言　

　
　
　
８
月　
観
光
力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
「
奥
河
内
」
構
想
発
表

23
年　
３
月　
南
海
・
近
鉄
河
内
長
野
駅
構
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

　
　
　
　
　
　
東
日
本
大
震
災

　
　
　
４
月　
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館
オ
ー
プ
ン

24
年　
３
月　
南
海
千
代
田
駅
・
美
加
の
台
駅
構
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

　
　
　
５
月　
市
役
所
市
民
広
場
の
愛
称
が

　
　
　
　
　
　
「
モ
ッ
ク
ル
・
フ
ル
ル
広
場
」
に
決
定

　
　
　
８
月　
市
指
定
文
化
財
「
旧
三
日
市
交
番
」
オ
ー
プ
ン

　
　
　
10
月　
子
ど
も
・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
っ
く
」
オ
ー
プ
ン

25
年　
４
月　
南
花
台
小
学
校
が
開
校

　
　
　
　
　
　
（
南
花
台
東
小
学
校
と
南
花
台
西
小
学
校
を
統
合
）

　
　
　
11
月　
上
原
西
町
と
小
山
田
町
を
結
ぶ
府
道
大
野
天
野
線
が
開
通

26
年　
３
月　
小
山
田
町
に
新
消
防
庁
舎
が
完
成
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26
年　
４
月　
市
制
施
行
60
周
年　

　
　
　
11
月　
地
域
活
性
・
交
流
拠
点

　
　
　
　
　
　
「
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
」
オ
ー
プ
ン

28
年　
４
月　
第
5
次
総
合
計
画
策
定
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

　
　
　
　
　
　
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
策
定

　
　
　
５
月　
下
里
運
動
公
園
人
工
芝
球
技
場
オ
ー
プ
ン

　
　
　
８
月　
６
代
目
市
長
に
島
田
智
明
氏

　
　
　
10
月　
新
市
営
斎
場
の
運
用
を
開
始

29
年　
５
月　
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
が
「
道
の
駅
」
に
登
録　

元
年　
５
月　
「
中
世
に
出
逢
え
る
ま
ち
〜
千
年
に
わ
た
り
護
ら
れ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
中
世
文
化
遺
産
の
宝
庫
〜
」
が
日
本
遺
産
に
認
定

　
　
　
12
月　
南
花
台
モ
ビ
リ
テ
ィ
ク
ル
ク
ル
が
運
行
開
始

２
年　
１
月　
市
民
総
合
窓
口
を
設
置
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
導
入

　
　
　
６
月　
「
女
性
と
と
も
に
今
に
息
づ
く
女
人
高
野

　
　
　
　
　
　
〜
時
を
超
え
、時
に
合
わ
せ
て
見
守
り
続
け
る
癒
し
の
聖
地
〜
」

　
　
　
　
　
　
と
「『
葛
城
修
験
』
―
里
人
と
と
も
に
守
り
伝
え
る

　
　
　
　
　
　
修
験
道
は
じ
ま
り
の
地
―
」
が
日
本
遺
産
に
認
定

３
年　
４
月　
保
健
セ
ン
タ
ー
と
休
日
急
病
診
療
所
、

　
　
　
　
　
　
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
　
　
イ
ズ
ミ
ヤ
ゆ
い
テ
ラ
ス
オ
ー
プ
ン

　
　
　
11
月　
寺
ケ
池
・
寺
ケ
池
水
路
が
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録

４
年　
３
月　
「
惣
代
の
棚
田
」
が
「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」に
認
定

６
年　
４
月　
市
制
施
行
70
周
年

河内長野市 市制施行70周年特集

西
野
　
河
内
長
野
に
は
誇
れ
る
自

然
が
あ
り
ま
す
。
自
然
を
大
切
に

し
て
、
ま
た
、
国
宝
や
お
寺
な
ど

の
観
光
資
源
も
た
く
さ
ん
あ
る
の

で
、
交
通
手
段
や
宿
泊
す
る
場
所

な
ど
ハ
ー
ド
面
を
充
実
し
て
ほ
し

い
で
す
。
た
く
さ
ん
の
市
外
の
人

に
来
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

江
口
　
滝
畑
が
大
好
き
で
す
。
自

然
が
豊
か
で
滝
も
あ
り
癒
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
に
お
住
ま
い
の
人
と
の

何
気
な
い
会
話
を
す
る
の
も
楽
し

み
で
す
。
滝
畑
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
コ
ロ
ッ
ケ
定
食
が
お
す
す
め
で

す
よ
。
滝
畑
や
自
然
の
良
さ
を
も

っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
広

め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

井
之
本

私
は
四
季
折
々
表
情
を

変
え
な
が
ら
静
か
に
佇た

た
ず

む
寺
ケ
池

公
園
が
好
き
で
す
。
美
加
の
台
の

桜
も
好
き
で
、
昔
は
ワ
ラ
ビ
や
ゼ

ン
マ
イ
、
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
な
ど
の
野

草
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、今

は
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
。
ど
ん

ど
ん
生
活
が
便
利
に
な
る
に
つ
れ

て
、
あ
ま
り
の
ん
び
り
と
し
た
生

活
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
自
然
と
上
手
に
共

存
し
な
が
ら
、
多
く
の
人
で
賑
わ

う
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

誇
れ
る
自
然
を
大
切
に
、
人
で
賑
わ
う
ま
ち
へ

70周年を一緒にお祝いしよう

　パソコンやスマートフォンでインターネッ
ト上の仮想空間（メタバース空間）に入り、
式典をいつでも視聴できます。
とき　４月１日㈪～ 30日㈫
内容　市長および議長からのメッセージ動画
放映、市民からのメッセージ掲載、70年の
あゆみ写真展示など
視聴方法　市ホームページから専用サイトに
アクセス▷アプリのインストールは必要あり
ません▷詳細は右記QRからご確認ください。
※４月末まで市役所でも式典の
動画をご覧いただけます。
問秘書課

「つながる河内長野」をメインテーマに、
市民や地域がつながり、誇りや愛着を共
感できる事業を実施します。

　「（河内長野市）市制（施行）70周年記念」
の冠、70周年記念ロゴマークを使用していただけるイ
ベントやチラシなどを募集します。
対象　本市に対する愛着や誇り「シビックプライド」の
創出につながる、市民や団体・事業者が主体となった 4
月 1日～令和 7年 3月 31日に実施される事業
募集期間　4月 1日～令和７年 3月 31日
※申請方法などについては市ホームページを
ご確認ください。
問政策企画課

「市制70周年記念」ロゴマークの使用

ひとつの周年事業として終わら
せることなく、2025年大阪・関
西万博や未来へつなぎ、河内長
野に訪れたくなるまちづくりを
目指します。

市制施行 70周年記念事業として

メタバース空間で記念式典

１
つ
の
町
と
５
つ
の
村
が
つ
な
が
り
70
年
が

経
っ
た
河
内
長
野
市
。
市
の
地
図
の
形
を
人

の
漢
字
に
も
見
立
て
、
様
々
な
魅
力
と
人
が

つ
な
が
り
、
市
の
木
で
あ
る
大
き
な
ク
ス
ノ

キ
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。

オープニングイベント

ア
バ
タ
ー

（
自
分
の
分
身
）で

メ
タ
バ
ー
ス
空
間
を

自
由
に
回
ろ
う
！

　本市のこれまでの歩みを振り返り、地域が長く守り育てて
きた伝統祭事などを通じて、みなさんとともに本市の魅力を
再確認し、広く市内外へ本市の魅力を発信します。
●地車曳行
地域の地車が一堂に会し、勇壮な地車曳

えい

行
こう

を披露します。
とき　５月 19日㈰午前 10時～午後３時
ところ　市役所来庁者駐車場～河内長野駅周辺
●つながるフェス in 河内長野
　市指定無形重要文化財の日野獅子舞、西代神楽の披露ほか
ステージでの音楽イベントや飲食ブースの出店など
とき　５月 19日㈰午前 11時～午後４時
ところ　市役所
※当日直接会場へ▷駐車場はありません。公共交通機関をご
利用下さい。
問政策企画課

伝統祭事による記念事業

※（）内は省略可。
70周年記念ロゴマーク
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※左図は50cc以下の原付用
白色ナンバープレートです。

●A案について
コンセプトは、「岩湧山の自然」。市のシンボルキャラクターモックルを
中心に、岩湧寺周辺に５月ごろ咲くシャクナゲ、秋に山頂一帯に広が
るススキを配置し、市の豊かな自然をアピールしました。
●B案について
コンセプトは、「豊かな森林と多様な生き物たち」。河内林業地産の「お
おさか河内材」をイメージした丸太に、モックルと森の生き物たちを集
め、親しみやすさを表現。生き物は、岩湧の森に生息するムササビ、青
色が美しい野鳥アオゲラ、植物は天見の南天です。
●Ｃ案について
コンセプトは、「高野街道のあるまち」。高野山参詣のための参詣道と
して河内長野市を南北に縦断する高野街道の道しるべでもある行灯を
背景にモックルが道案内している様子を表現。歴史と文化財のまち河
内長野をアピールしました。

ご当地ナンバープレートの
デザイン案に投票しよう

市の組織の一部が
変わります

市の組織の一部が令和６年４月から

　
令
和
６
年
４
月
１
日
、
南
花

台
小
学
校
が
南
花
台
中
学
校
に

移
転
し
、
小
学
生
と
中
学
生
が

一
つ
の
校
舎
で
と
も
に
学
び
、一

緒
に
学
校
行
事
な
ど
に
取
り
組

む
学
校
が
始
ま
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
小
学
校
か
ら
中

学
校
へ
の
進
学
に
際
し
て
、学
校

生
活
の
違
い
に
配
慮
し
、連
続
し

た
教
育
の
充
実
を
目
的
に
小
中

一
貫
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
を
同
じ
場
所
に
設

置
す
る
こ
と
で
、こ
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
ま
た
は
学
校
教

育
課

●
市
制
施
行
70
周
年
記
念
事
業

　
本
市
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、

愛
着
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、原

動
機
付
自
転
車
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
作
成
し
ま
す
。
３
つ
の

デ
ザ
イ
ン
案
の
中
か
ら
市
民
の
み
な

さ
ん
の
投
票
で
決
定
し
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

投
票
期
間　
４
月
１
日
㈪
午
前
9
時

〜
16
日
㈫
午
後
5
時
30
分

投
票
方
法　
①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
（
左
記
Ｑ
Ｒ
）、
②
市
役
所
１
階
と

キ
ッ
ク
ス
１
階
に
設
置
し
て
い
る
投

票
箱
か
ら
（
開
庁
・
開
館

時
の
み
）

問
税
務
課

　

国
に
お
け
る
こ
ど
も
家
庭
庁
の

創
設
や
、デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
、
消

防
広
域
化
な
ど
に
対
応
し
、
よ
り

効
率
的
・
効
果
的
な
組
織
体
制
の

構
築
を
整
備
す
る
た
め
、
新
た
に

「
こ
ど
も
部
」
を
設
置
す
る
な
ど
の

組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

〈
見
直
し
を
す
る
組
織
〉

●
危
機
管
理
課
（
市
庁
舎
８
階
）

　
消
防
本
部
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
と
も
な
い
、次
の
係
を
設
置
し
ま

す
。

◎
消
防
団
係　
消
防
団
、
消
防
水

利
、大
阪
南
消
防
組
合
な
ど
の
業
務

●
こ
ど
も
子
育
て
課（
市
庁
舎
１
階
）

　
少
子
化
対
策
や
子
育
て
施
策
に

対
応
す
る
た
め
、
福
祉
部
に
設
置
し

て
い
た
子
ど
も
子
育
て
課
の
名
称
を

変
更
し
、
こ
ど
も
部
に
移
管
し
ま
す
。

ま
た
、
次
の
係
を
設
置
し
ま
す
。

◎
こ
ど
も
政
策
係　
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
制
度
、
保
育
所
・
認
定

こ
ど
も
園
な
ど
の
業
務

◎
こ
ど
も
給
付
係　
児
童
手
当
な

ど
の
手
続
き
の
業
務

◎
こ
ど
も
支
援
係　
児
童
の
福
祉
、

家
庭
児
童
相
談
、
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
の
業
務

A

B

C

●
放
課
後
児
童
課（
キ
ッ
ク
ス
３
階
）

　
幼
児
期
か
ら
学
童
期
ま
で
切
れ
目

な
い
支
援
を
行
う
た
め
、生
涯
学
習
部

で
所
管
し
て
い
た
放
課
後
児
童
会
業

務
を
、こ
ど
も
部
に
移
管
し
次
の
係
を

新
た
に
設
置
し
ま
す
。

◎
学
童
保
育
係　
放
課
後
児
童
会
の

業
務

●
総
務
課
（
市
庁
舎
４
階
）

　
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
た
め
、情
報
シ
ス

テ
ム
係
の
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

◎
Ｄ
Ｘ
推
進
係　
情
報
化
の
推
進
、情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
の
業
務

●
学
校
教
育
課
（
市
庁
舎
７
階
）

　
三
日
市
幼
稚
園
の
廃
止
に
と
も
な
い
、

教
育
指
導
課
の
名
称
を
変
更
し
、学
校

園
指
導
係
の
名
称
も
変
更
し
ま
す
。

◎
指
導
係　
学
校
教
育
の
指
導
・
助

言
、
児
童
・
生
徒
の
健
康
管
理
な
ど
の

業
務

●
社
会
教
育
課
（
キ
ッ
ク
ス
３
階
）

　
社
会
教
育
の
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
た
め
、同
課
を
設
置

し
ま
す
。

◎
社
会
教
育
係　
公
民
館
、国
際
化
・

生
涯
学
習
の
推
進
な
ど
の
業
務

◎
青
少
年
育
成
係　
青
少
年
の
指
導
、

育
成
、
青
少
年
指
導
員
な
ど
の
業
務

●
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課（
市
庁
舎
７
階
）

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
再
編
整
備
に

関
す
る
検
討
を
進
め
る
た
め
、同
課

を
設
置
し
ま
す
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係　
ス
ポ
ー
ツ

施
策
、ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
運
営
、

再
編
整
備

●
文
化
課（
市
庁
舎
７
階
）

　
文
化
や
文
化
財
に
関
す
る
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
、文
化
財
保
護

こどもファミリーセンターを設置
●妊娠から出産・子育てを切れ目なくサポート
　令和６年度より「こどもファミリーセンター」を設置しました。
ゆめっく(保健センター)、子ども・子育て総合センターあいっく、
こども子育て課が連携し、妊娠期から出産・子育て期にわたり
サポートします。相談を受けると保健師や保育士など専門職に
つないだり、講座やイベントを紹介するなど幅広く支援します。
問こども子育て課または保健センター（☎55-0301）

課
の
名
称
を
変
更
し
、
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
所
管
し
て

い
た
文
化
・
芸
術
に
関
す
る
業

務
を
移
管
し
、
次
の
係
を
設
置

し
ま
す
。

◎
文
化
財
・
文
化
係　
歴
史
文

化
遺
産
、
文
化
・
芸
術
な
ど
の

業
務

問
政
策
企
画
課

南花台小学校が移転

投
票
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
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固
定
資
産
評
価
・

公
課
証
明
書
の
発
行

　
令
和
６
年
度
の
固
定
資
産
評
価

証
明
書
は
４
月
１
日
か
ら
、
固
定

資
産
公
課
証
明
書
は
５
月
１
日
か

ら
発
行
し
ま
す
。

問
税
務
課

所
得
税
定
額
減
税
説
明
会

　
６
月
か
ら
所
得
税
の
定
額
減
税

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
と
も
な
い
、

源
泉
徴
収
義
務
者
向
け
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
き　
４
月
11
月
㈭
・
26
日
㈮
、５

月
８
日
㈬
・
17
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　
富
田
林
納
税
協
会

申
込　
下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら

問
富
田
林
税
務
署

（
☎
24
・
３
２
８
１
）

納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か

令
和
５
年
度
市
税

　
令
和
５
年
度
の
市
・
府
民
税
、固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自

動
車
税
な
ど
は
納
期
限
が
過
ぎ
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
納
付
せ
ず
に

放
置
す
る
と
、
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
財
産
が
差
し

押
さ
え
ら
れ
た
り
、
公
売
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
納
付
が
困
難
な
場
合
は
早
急
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

教　

育

就
学
援
助
の
申
請
を

●
経
済
的
に
就
学
を
さ
せ
る
こ
と

が
困
難
な
人
へ

対
象　
次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯

①
令
和
５
年
度
ま
た
は
令
和
６
年

度
に
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の

停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
世
帯

※
現
在
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
教

育
扶
助
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
令
和
５
年
度
ま
た
は
令
和
６
年

度
の
世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課

税
か
均
等
割
の
み
課
税
の
世
帯

※
譲
渡
所
得
な
ど
の
損
失
通
算
に

よ
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

③
そ
の
他
特
別
な
事
情（
災
害
、死

亡
、
長
期
入
院
な
ど
）
で
援
助
を

必
要
と
す
る
世
帯

援
助
費
用　
市
立
小
中
学
校
の
学

用
品
費
、
修
学
旅
行
費
、
給
食
費

な
ど

申
請　
市
立
小
中
学
校
と
教
育
総

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

対
象　
過
去
に
市
の
助
成
で
高
齢

者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
65
歳
の
市
民
（
５

年
以
内
に
接
種
し
た
人
は
除
く
）

①
令
和
５
年
度
に
65
歳
に
な
り
未

接
種
の
人
は　
66
歳
の
誕
生
日
の

前
日
ま
で
接
種
可
能
▽
接
種
を
希

望
す
る
場
合
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

②
令
和
６
年
度
に
65
歳
に
な
る
人

は　
誕
生
日
の
翌
月
に
接
種
に
必

要
な
確
認
書
を
郵
送
し
ま
す

自
己
負
担
金　
３
０
０
０
円（
生
活

保
護
受
給
世
帯
は
無
料
）

※
66
歳
以
上
の
市
民
で
過
去
に
市

の
助
成
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
や
、

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
、
腎

臓
、呼
吸
器
な
ど
に
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な

人
は
助
成
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。詳
細
は
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

風
し
ん
予
防
接
種（
５
期
）は

令
和
６
年
度
で
終
了

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
を

対
象
に
、国
が
実
施
し
て
い
る
風
し

ん
第
５
期
の
予
防
接
種
は
、令
和
７

年
３
月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。未
使

用
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
持
っ
て
い
る
人

は
、早
め
に
抗
体
検
査
を
受
検
し
て

く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
予

防
接
種
が
必
要
な
場
合
で
も
公
費

で
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

※
有
効
期
限
が
令
和
５
年
３
月
31

日
以
降
の
ク
ー
ポ
ン
券
も
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
そ
の
ま
ま
使
用

可
能
で
す
▽
紛
失
、
転
入
な
ど
に

よ
り
再
発
行
を
希
望
す
る
人
は
、左

記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

務
課
に
あ
る
申
請
用
紙
で
４
月
１

日
〜
５
月
31
日
に
通
学
し
て
い
る

小
中
学
校
へ
提
出
▽
令
和
５
年
度

市
民
税
が
非
課
税
か
均
等
割
の
み

課
税
の
世
帯
は
教
育
総
務
課
へ
申

請
も
可

問
教
育
総
務
課人　

権

あ
ご
ら
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ

●
お
終
活
熟
春
！
人
生
、百
年
時

代
の
過
ご
し
方

　

熟
年
離
婚
寸
前
の
夫
婦
が
人
生

整
理
に
動
き
出
す
映
画
で
す
。上
映

後
、
自
由
に
語
り
合
う
場
と
し
て
、

「
ワ
イ
ワ
イ
語
ら
い
タ
イ
ム
」
を
設

け
て
い
ま
す
。

と
き　
４
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
▽
開
場
は
午
後
１
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
１
８
０
人
（
先
着
順
）

申
込　
４
月
５
日
か
ら
電
話
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
左
記
へ

問
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
３
）

保健センターの相談（木戸東町２-1、☎55-0301）
内容 健康相談 栄養相談 歯科相談
相談日 毎週月曜日（祝休日・年末年始を除く）の午前
担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士
※診断や治療方法についての相談は対応不可▷予約制。

休日急病診療所（木戸東町２-1、☎55-0300）
診療科目 内科 歯科

受付時間
土曜日=午後６時～８時40分、
日曜日・祝休日=午前10時～11
時40分と午後１時～３時40分

日曜日・祝休日=
午前10時～11時
40分

※内科は中学生以下受診不可▷来院前に検温の上、電話で症状をお伝えください。

日曜日・祝休日の昼間の小児急病診療体制
▶富田林病院（富田林市向陽台1-3-36☎29-1121）※直接来院ください。
診療科目 小児科（中学生まで）

受付時間 日曜日・祝休日の午前９時～11時30分と午後１時～３時30分

◉大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎06-6693-1199（24時間）
◉救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯7119（ダイヤル回線・IP電話
からは☎06-6582-7119へ▷24時間）
◉小児救急電話相談～受診するか迷った時は～
相談電話 ♯8000（ダイヤル回線・IP電話から
は☎06-6765-3650へ▷午後７時～翌朝８時）

夜間・早朝の小児急病診療体制
▶当番病院（まず消防署へ☎072-958-0119）
診療科目 小児科（中学生まで）

受付時間 毎日午後８時～翌午前８時※土・日曜日・祝休日は午後４時～翌午前８時
※当日の当番病院を紹介するか救急車で搬送▷当番病院へ直接行った
り、連絡したりしないでください。
※小児科診療は、本市を含む近隣３市２町１村共同で医師の確保を行い、
数少ない小児科医の協力のもと実施しています▷健康保険証の持参を。

◉富田林保健所（富田林市寿町3-1-35）
エイズ・梅毒・クラミジアの検査（☎23-
2683）、医療機関に関する相談（☎23-
2681）などを行っています。

税　

金

健　

康

市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

　

河
内
長
野
市
は
、
昭
和
29

年
４
月
１
日
に
１
町
５
村
が

合
併
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
道
の
り
は
決
し
て

平
坦
で
は
な
く
、昭
和
30
年
代

と
40
年
代
の
２
度
に
わ
た
り
、

財
政
再
建
準
用
団
体
に
転
落

し
ま
し
た
。し
か
し
、
昭
和
40

年
ご
ろ
か
ら
の
大
規
模
な
住

宅
団
地
開
発
が
日
本
の
経
済

成
長
と
と
も
に
う
ま
く
機
能

し
、
昭
和
63
年
に
は
10
万
人

を
突
破
す
る
ま
で
に
人
口
が

増
え
、
子
育
て
世
代
で
賑
わ

う
市
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
勢
い
は
続
き
、人
口
は

平
成
12
年
に
12
万
３
千
人
に

達
し
ま
し
た
が
、
少
子
化
・
人

口
減
少
の
社
会
潮
流
と
と
も

に
令
和
５
年
に
は
10
万
人
を

切
る
ま
で
に
縮
小
し
ま
し
た
。

現
在
は
高
齢
化
の
進
展
な
ど

の
課
題
に
も
直
面
し
て
い
ま

す
が
、
本
市
が
誇
れ
る
特
長

と
し
て
、
犯
罪
発
生
率
が
府

内
33
市
最
小
の「
安
全
・
安

心
な
市
」、国
宝
・
重
要
文
化

財
数
が
全
国
15
位
の「
文
化

財
豊
富
な
市
」、
あ
い
っ
く
を

は
じ
め
充
実
し
た
子
育
て
支

援
や
英
語
教
育
な
ど
に
も
積

極
的
に
取
り
組
む「
子
育
て
応

援
の
市
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
ご
尽
力
さ
れ
て
き

た
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
本
市
の
良
さ
を
改

め
て
認
識
し
誇
り
に
思
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

河
内
長
野
市
長

島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム

新型コロナウイルス関連情報

新型コロナワクチン接種について
　今年度からは、対象者を限定した定期接種を年
度内に１回行います。対象とならない人で接種を
希望する場合は、自費での接種となる見込みです。
定期接種対象　①65歳以上の人、②60歳以上
65歳未満で身体障がい者手帳1級に相当する心
臓、腎臓、呼吸器の機能障がい、またはヒト免疫
不全ウイルスによる免疫機能障がいがあり、日常
生活がほとんど不可能な程度の障がいを有する人
※時期は秋冬を想定▷接種券の送付はありません▷３
月14日時点の情報です▷自己負担額、使用ワクチン
など詳細は本紙や市ホームページでお知らせします。

新型コロナウイルス感染症の取り扱いの変更
●令和６年３月末で「大阪府コロナ府民相談セン
ター」が終了しました
　今後は、新型コロナウイルス感染症などについ
ての相談窓口は、下記をご利用ください。
・保健センター（☎55-0301）
・富田林保健所（☎23-2681）
・救急安心センターおおさか（＃7119）
・小児救急電話相談（＃8000）
●新型コロナ患者に対する公費支援の終了
　令和６年3月末で、新型コロナ治療薬や、入院
医療費の自己負担分にかかる公費支援は終了しま
した。医療費の自己負担割合に応じた、通常の窓
口負担になります。
問保健センター（☎55-0301）

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

障
が
い
者

保
険・年
金

安
全
安
心

高
齢
者

就
労

税
金

教
育

人
権

健
康

事
業
所

自
治
会

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

暮
ら
し

募
集
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月
１
日
〜
令
和
６
年
３
月
13
日
生

ま
れ
の
第
1
子
と
そ
の
母
親

と
き　
５
月
13
日
㈪
・
20
日
㈪
・

27
日
㈪
、
６
月
３
日
㈪
午
後
１
時

〜
３
時
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

②
み
ん
な
で
ス
テ
ッ
プ
!!

　
運
動
や
製
作
な
ど
の
楽
し
い
活

動
を
通
し
て
、
就
園
前
に
集
団
で

過
ご
す
経
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
の
2
歳
以
上
の

未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
４
月
18
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
45
分

定
員

15
組
（
抽
選
）

③
親
子
で
ホ
ッ
プ
！

　
親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
遊
具

遊
び
を
通
し
て
「
で
き
た
」
喜
び

を
実
感
し
「
も
っ
と
や
り
た
い
」

と
い
う
意
欲
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
１
歳
６
か
月

か
ら
お
お
む
ね
２
歳
の
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
４
月
16
日
㈫
、
５
月
７
日

㈫
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
▽
２
回

シ
リ
ー
ズ

定
員

12
組
（
抽
選
）

④
育
児
講
座
「
私
ら
し
い
子
育
て

〜
子
ど
も
も
あ
な
た
も
大
事
〜
」

　
グ
ッ
ド
サ
イ
ク
ル
、
バ
ッ
ド
サ

イ
ク
ル
か
ら
学
び
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
令
和
３
年
４

月
２
日
〜
令
和
５
年
４
月
1
日
生

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

●
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

　
就
学
前
の
親
子
が
自
由
に
遊
べ

る
場
で
す
。

対
象　
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

と
き
・
と
こ
ろ　
４
月
11
日
㈭
＝

中
村
池
公
園
・
26
日
㈮
＝
寺
ケ
池

公
園
▽
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
▽
雨
天
中
止

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
同
年
代
マ
マ
パ
パ
の
交
流
会

　
同
年
代
の
マ
マ
パ
パ
同
士
で
育
児

の
話
や
情
報
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
お
お
む
ね
40
歳
以
上
の
保

護
者
と
就
学
前
の
子
ど
も
▽
保
護

者
の
み
の
参
加
可

と
き　
４
月
23
日
㈫
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

①
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　
第
1
子
を
育
児
中
の
マ
マ
た
ち

で
育
児
の
話
や
情
報
交
換
、
仲
間

作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
令
和
５
年
12

市民が撮る身近なニュース写真

市民
投稿

市民のみなさんのちょっとしたニュースや、おうち
時間の過ごし方などをお気軽にご応募
ください。選考のうえ広報紙やホーム
ページ、市公式SNSなどに掲載します。
問広報広聴課

じぃじの畑でにんじんが出来ました。
野菜の中で一番大好きなにんじん！お

腹いっぱい食べてね^_（̂はなたろう）
赤ちゃんを見

つめてるうさ
ぎがかわい

くて思わず撮
りました（うさ

まま）

3月がお誕生日の息子。生後3ヶ月
頃からあいっくにお世話になって
います。優しい保育士さんやお友
だちに恵まれ、息子も大好きな場
所です。（りとママ）

3月がお誕生日の息子。生後3ヶ月

ガラス越しで必死に私を見てる
愛猫ですがまるでガラス瓶の中
にいる様な写真が撮れました
www（シピ）

ガラス越しで必死に私を見てるガラス越しで必死に私を見てるガラス越しで必死に私を見てるガラス越しで必死に私を見てるガラス越しで必死に私を見てる

観心寺へ初詣に行った時にお善哉をいただき

ました。コートのポケットから出てきた、12

月24日に行ったジブリパークの名残と一緒に

（ゆきみだいふく）

観心寺へ初詣に行った時にお善哉をいただき

ました。コートのポケットから出てきた、12

月24日に行ったジブリパークの名残と一緒に

（ゆきみだいふく）

だんじりが大好きな息子の宝物は、じぃじが作っ
た世界に一つのだんじり！今年は市制70周年記
念で、各地区のだんじりが集合するのを今から楽
しみな様です(о´∀`о)（さゆりん）

腹いっぱい食べてね^_（̂はなたろう）

だんじりが大好きな息子の宝物は、じぃじが作っだんじりが大好きな息子の宝物は、じぃじが作っ

節分の次の
日に、待望

の雪が積も
りまし

た。お庭の
雪を大切に

集めて、3
段の雪

だるま完成
！（やすち

んパパ）
※このほかにも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催してい
ます。詳細はあいっく ( ☎ 50-4664) へお問い合わせください。

★地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流できる場所で
す。会場や時間、内容など詳しくはお問い合わせください。

◉つどいの広場（当日直接会場へ）
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
三日市
☎63-7242

毎週火・木・金曜日と４月１日㈪・８日㈪・15日㈪
午前10時～午後３時30分▷11日㈭＝「ゆうみ先
生と音楽を楽しもう！」（午前11時 30分～）、19
日㈮＝「みんなでストレッチ体操！」（午前11時～）

②ほのぼのルーム
大矢船
☎62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時▷祝日のみ
就園児童の利用可▷４日㈭・15日㈪＝「あかちゃん優
先タイム」（午後）▷開催日は毎回マグネットシアター、
手遊びなども▷15～18日はチャイルドビジョンを随時
実施▷詳細はブログ・インスタグラムで

◉子育てわいわいルーム（当日直接会場へ）
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 4月 10日㈬ ☎ 62-6155
老寿やすらぎ千代田公民館 4月 19日㈮ ☎ 55-1125
※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。ベビータイム ヨチヨチタイム

対
象
市内在住の１歳未満の
子どもとその保護者

市内在住の９か月～１歳６
か月の子どもとその保護者

と
こ
ろ
・
と
き

◎あいっく＝第１月曜日と
第３金曜日午後１時 30
分～３時、第１金曜日午
前 10時～ 11時 30分

◎ゆめっく＝偶数月の第２
金曜日午前10時～11時
30分、奇数月の第２金曜
と偶数月の第 4火曜日午
後１時 30分～３時

◎あいっく＝第１月曜日と第
３金曜日午前10時～11
時30分、第１金曜日午後
１時30分～３時
◎ゆめっく＝偶数月の第２
金曜日と奇数月の第 4火
曜日午後１時 30分～３
時、奇数月の第２金曜日
午前10時～11時30分

※対象年齢以外のきょうだいの参加はご遠慮ください。
問あいっく（☎ 50-4664）

★あいっくに遊びに来てね★
◉あいっくわくわく広場
　市内在住の0歳～就学前の子どもとその保護
者が自由に遊べるスペースです。
とき　水曜日を除く毎日午前10時～午後5時30分
※当日直接会場へ。
◉ベビータイム・ヨチヨチタイム（当日直接会場へ）

子
育
て

ま
れ
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
４
月
25
日
㈭
、
５
月
２
日

㈭
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
▽
２
回

シ
リ
ー
ズ

定
員

10
人（
抽
選
）▽
就
学
前
の

子
ど
も
の
保
育
あ
り
（
定
員
８
人
）

⑤
育
児
講
座
「
肩
こ
り
・
首
こ
り

改
善
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」

　
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
姿
勢
改
善
を
目

指
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
子

ど
も
が
い
る
保
護
者　

と
き　
４
月
15
日
㈪
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

定
員

14
人（
抽
選
）▽
就
学
前
の

子
ど
も
の
保
育
あ
り
（
定
員
５
人
）

申
込　
①
〜
⑤
は
４
月
７
日
ま
で

に
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

※
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、

性
別
、
第
何
子
か
、
住
所
、
電
話
番

号
、
子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催

し
名
を
記
入
し
て
、
４
月
７
日
（
必

着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー
０

０
１
５
本
町
24
の
1
）
も
可
。

問
あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、℻
50
・
４
６
６
５
）

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

障
が
い
者

保
険・年
金

安
全
安
心

高
齢
者

就
労

税
金

教
育

人
権

健
康

事
業
所

自
治
会

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

暮
ら
し

募
集
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子
ど
も
の
医
療
費
助
成
を

18
歳
ま
で
拡
充

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
一
層
支
援
し
、
子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
り
、
子
育
て
環
境
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
4
月
1
日
か
ら
子
ど

も
医
療
費
の
助
成
対
象
を
、
18
歳

ま
で
に
拡
充
し
ま
す
。
対
象
者
に

は
３
月
に
子
ど
も
医
療
証
を
送
付

し
ま
し
た
。

対
象　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
０
歳
か

ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
▽
次
に
該

当
す
る
子
ど
も
は
対
象
外

◎
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

◎
施
設
入
所
や
里
親
委
託
な
ど
で
、

児
童
福
祉
法
に
も
と
づ
く
医
療
費

助
成
を
受
け
て
い
る

◎
重
度
障
が
い
者
医
療
費
助
成
制

度
を
受
け
て
い
る

◎
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制

度
を
受
け
て
い
る

※
医
療
費
助
成
を
受
け
る
た
め
に

は
医
療
機
関
で
子
ど
も
医
療
証
と

健
康
保
険
証
を
提
示
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
▽
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
保
険
医
療
課

マ
マ
の
あ
ん
し
ん
相
談
ｄ
ａ
ｙ

　
妊
娠
中
、
産
後
の
悩
み
や
育
児

相
談
に
、
助
産
師
と
心
理
相
談
員

が
電
話
や
来
所
で
応
じ
ま
す
。

対
象　
妊
産
婦
と
乳
幼
児
の
保

護
者

と
き　
４
月
12
日
㈮
、
５
月
10
日

㈮
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
込　
来
所
の
み
要
予
約

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

説
明
会

　
講
師
の
お
話
や
体
験
談
か
ら
、

ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り
、
楽
し

い
子
育
て
に
つ
な
が
る
の
か
を
知

り
ま
し
ょ
う
。

対
象　
発
達
の
こ
と
な
ど
子
育
て

に
悩
ん
で
い
る
市
内
在
住
・
在
勤

の
保
護
者
、支
援
者（
教
育
関
係
・

市
内
事
業
所
な
ど
）

と
き　
４
月
17
日
㈬
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
キ
タ
バ
あ
か
み
ね

定
員

20
人
（
抽
選
）

申
込　
４
月
10
日
ま
で
に
左
記
へ

問
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
キ
タ

バ
あ
か
み
ね
（
☎
56
・
１
５
９
０
、

℻
56
・
１
５
９
２
）

講座名 対象 とき 定員 参加費（月）

おもしろ科学 小学 4年生～
中学生

5月～来年3月の毎月第3土曜日(8月除く）
午前10時～11時30分 12人 1000円

天野公民館
（☎ 55-6191）

親子マジカル算数 小学１～４年生
とその保護者

6月～来年3月の毎月第1日曜日（8月・11月・
１月を除く）午前10時～11時30分

8組
16人 500円

キッズ将棋 ( 初級
クラス・普通クラス） 小学生～中学生

5月～来年3月の毎月第3日曜日(8月・10月
を除く）午前9時30分～正午 各６人 500円

キッズ書道 小学生～中学生 5月～来年3月の毎月第2・4日曜日午前10
時～11時30分 12人 1000円

子どもチア・バトン 小学生 5月～来年3月の毎月第1・3土曜日午前10
時～11時30分 16人 1000円

天見公民館
（☎ 63-4074）

子ども陶芸 小学生 5月～来年3月の毎月第４日曜日（６月・８月・
12月除く）午後１時30分～３時 16人 1500円

ジュニアダンス 小学生 5月～来年3月の毎月第2・4土曜日
午前11時～正午 20人 1000円

加賀田公民館
（☎ 62-2116）自然体験 小学生 5月～来年3月の毎月第3土曜日（8月除く）

午後1時30分～４時 10人 1000円

子ども手話 小学3～6年生 ６月～８月の毎月第1・3土曜日
午後1時～2時30分 20人 1000円

子どもお菓子 小学4～6年生 5月～来年3月の毎月第2日曜日（8月除く）
午前9時30分～正午 12人 1000円 川上公民館

（☎ 65-1612）

まんが道場 小学3～6年生 5月～来年3月の毎月第3土曜日（8月除く）
午前10時～11時30分 15人 700円 高向公民館

（☎ 54-4548）

子ども工作 小学1～3年生 5月～来年2月の毎月第2土曜日（８月除く）
午後1時30分～3時 12人 500円 老寿やすらぎ千代田

公民館（☎55-1125）

子ども和太鼓 小学4～6年生 5月～来年3月の毎月第4日曜日（8月・12
月除く）午前10時～11時30分 10人 ー 南花台公民館

（☎ 63-1131）

キッズステップダンス 小学生 5月～来年3月の毎月第1・3土曜日
午前9時45分～10時30分 20人 1000円

三日市公民館
（☎ 62-6155）

子ども書道（毛筆） 小学3～6年生 5月～来年２月の毎月第2・4土曜日
午前9時30分～11時 10人 1000円

公民館子ども教室 申込　４月18日までに右記QRからか、直接各館へ
問各公民館

公
民
館
の
お
は
な
し
会

　
児
童
を
対
象
と
し
た
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど
を
し
ま
す
。

と
き　
４
月
20
日
㈯
、
５
月
18
日

㈯
午
後
３
時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　
老
寿
や
す
ら
ぎ
千
代
田

公
民
館

定
員

20
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
老
寿
や
す
ら
ぎ
千
代
田
公
民
館

（
☎
55
・
１
１
２
５
）

く
す
の
き
あ
そ
び
場「
あ
き
ち
」

オ
ー
プ
ン

　
楠
小
学
校
区
つ
な
が
ろ
会
が
市

民
公
益
活
動
支
援
補
助
金
を
活
用

し
、地
域
で
話
し
合
い
を
重
ね
、コ

ノ
ミ
ヤ
河
内
長
野
店
２
階
に
子
ど

も
の
あ
そ
び
場「
あ
き
ち
」を
オ
ー

プ
ン
し
、
左
記
日
程
で
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　
４
月
21
日
㈰
午
前
11
時
〜

※
４
月
14
日
㈰
に
は
、
プ
レ
オ
ー

プ
ン
を
実
施
。

問
楠
小
学
校
区
つ
な
が
ろ
会
の
玉

﨑
さ
ん（
☎
０
９
０
・
４
５
６
４
・

２
７
５
９
）

長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

体
験
会

●
そ
ろ
ば
ん
教
室
体
験
会

　
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
そ

ろ
ば
ん
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

対
象　
小
学
生
〜
中
学
生

と
き　
４
月
13
日
㈯
・
20
日
㈯
午

後
４
時
〜
５
時

と
こ
ろ　
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
西
代
町
）

定
員　
各
5
人
（
先
着
順
）

●
キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

　
サ
ッ
カ
ー
へ
つ
な
が
る
体
の
動

か
し
方
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。
体

験
参
加
は
２
回
ま
で
可
能
で
す
。

対
象　
年
中
・
年
長

と
き
4
月
10
日
㈬
・
17
日
㈬
・
24

日
㈬
午
後
３
時
15
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　
て
ん
と
う
虫
パ
ー
ク（
原
町
）

定
員　
各
20
人

申
込　
電
話
で
左
記
へ

※
詳
細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
、第

２
・
４
土
曜
午
後
１
時
〜
４
時
）。

問
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
56
・
２
０
３
２
）

赤ちゃんタイム
　わらべ歌や手遊び、絵本などを楽しみます。
対象　１歳以上の子どもとその保護者
とき・内容　４月18日㈭、５月16日㈭▷１歳向け＝午前10時
20分～11時、２歳向け＝午前11時20分～正午
定員　各 10組（先着順）

すいすいひろば
　月ごとのおすすめ絵本などを、おはなしのへやで自由に楽しめ
ます（貸出可）。リクエストがあれば図書館員が読み聞かせします。
とき　４月10日㈬・24日㈬、５月８日㈬・22日㈬午後２時～４時

子ども読書の日おはなしウォッチング
　４月 23日の子ども読書の日にちなみ、おはなしのへやを開
放して大型絵本や手あそびなどを楽しみます。
とき　４月 21日㈰午後２時～ (30 分程度 )

図書館のおはなし会
●２～３歳児とその保護者
とき　４月 13日㈯午前 10時 30分
～、20日㈯午後２時～（15分程度）
定員　５組（先着順）
●４歳～就学前児童向け
とき　４月 13 日㈯午前 11 時～、
20日㈯午後２時30分～（30分程度）
定員　５組（先着順）
●小学生向け
とき　４月６日㈯午前 11時～、27
日㈯午前 11 時～（30 分程度 ）▷
27日は保護者も入場可
定員　各12人（先着順）

※当日直接会場へ。問図書館（☎ 52-6933）図書館　　　の催し

市民投稿「ちょっと見てみて！」より　応募者：たえりかは

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

障
が
い
者

保
険・年
金

安
全
安
心

高
齢
者

就
労

税
金

教
育

人
権

健
康

事
業
所

自
治
会

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

暮
ら
し

募
集
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安
全
安
心

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

●
４
月
10
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
」

　
交
通
安
全
に
つ
い
て
考
え
、
行

動
し
、
交
通
死
亡
事
故
を
無
く
し

ま
し
ょ
う
。

期
間　
４
月
６
日
㈯
〜
15
日
㈪

●
交
通
安
全
運
動
の
重
点

◎
子
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る

道
路
交
通
環
境
の
確
保
と
安
全
な

横
断
方
法
の
実
践

◎
歩
行
者
優
先
意
識
の
徹
底
と

「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」
運
転

の
励
行

◎
自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

等
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

交
通
ル
ー
ル
遵
守

●
警
察
車
両
と
写
真
が
撮
れ
る

　
白
バ
イ
や
パ
ト
カ
ー
と
写
真
が

撮
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　
４
月
13
日
㈯
午
後
１
時
〜

３
時

と
こ
ろ　
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
都
市
計
画
課
ま
た
は
河
内
長
野

警
察
署
（
☎
54
・
１
２
３
４
）

消
防
の
広
域
化
に
と
も
な
い

連
絡
先
が
変
更

　
消
防
本
部
と
消
防
署
の
連
絡

先
が
変
わ
り
ま
す
。
名
称
、
連

絡
先
、
住
所
に
つ
い
て
は
、
下

表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
各
種

申
請
や
届
出
な
ど
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
ど
お
り
河
内
長
野
消
防

署
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
緊
急
時
の
１
１
９
番
通
報
は

今
ま
で
ど
お
り
変
更
あ
り
ま
せ

ん
。
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
河
内
長
野
消
防
署
消
防
課
ま

た
は
警
備
課

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後

91
日
以
上
の
犬
の
飼
主
は
毎
年
１

回
注
射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
市
に
飼
犬
登
録
を
し

て
い
る
犬
の
飼
い
主
に
は
、
予
防

注
射
の
案
内
通
知
を
３
月
に
郵
送

し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
通
知
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
狂
犬
病
予
防
注
射
協
力
病
院

◎
川
端
ど
う
ぶ
つ
病
院
（
☎
56
・

９
１
１
０
、
木
戸
西
町
１
丁
目
５

の
24
）

◎
千
代
田
動
物
病
院
（
☎
54
・
６

７
３
９
、
木
戸
１
丁
目
44
の
１
）

◎
三
日
市
動
物
病
院
（
☎
62
・
３

０
４
０
、南
花
台
1
丁
目
24
の
１
）

◎
コ
コ
ア
動
物
病
院
（
☎
55
・
３

８
２
６
、
喜
多
町
１
６
９
）

◎
さ
く
ら
動
物
病
院
（
☎
54
・
５

３
３
５
、
野
作
町
３
の
67
）

※
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
発
行
手

続
き
が
病
院
で
行
え
ま
す
▽
右
記

以
外
の
動
物
病
院
で
接
種
す
る
場

合
は
、
接
種
証
明
を
お
持
ち
の
う

え
、
市
役
所
市
民
総
合
窓
口
で
注

射
済
票
交
付
手
続
き
（
交
付
手
数

料
５
５
０
円
）
が
必
要
で
す
。

問
環
境
政
策
課

飼
犬
登
録
・
登
録
情
報
の

変
更
時
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
い
始

め
た
時
は
、
市
役
所
へ
飼
犬
登
録

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
飼
主
の
変

更
や
引
越
し
、
死
亡
し
た
際
な
ど

も
届
け
出
が
必
要
で
す
。
左
記
の

方
法
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
犬
の
場
合

　

下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

問（
公
社
）日
本
獣
医
師

会
（
☎
03
・
６
３
８
４
・
５
３
２
０
）

●
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
未
装
着
犬
の

場
合

◎
飼
犬
登
録
を
し
て
い
な
い
場
合

　
市
役
所
市
民
総
合
窓
口
ま
た
は

上
記
の
協
力
病
院
で
飼
犬
登
録
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
（
登
録
手
数

料
３
０
０
０
円
）。

※
災
害
時
な
ど
飼
い
主
と
犬
や
猫

が
は
ぐ
れ
た
場
合
、
身
元
が
分
か

る
も
の
を
装
着
し
て
い
な
い
と
、飼

い
主
の
元
に
戻
れ
る
可
能
性
は
非

常
に
低
い
で
す
。
も
し
も
の
時
に

備
え
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◎
引
越
し
な
ど
で
登
録
情
報
が
変

更
に
な
っ
た
場
合

　
市
内
転
居
や
移
動
を
と
も
な
わ

な
い
登
録
情
報
の
変

更
に
つ
い
て
は
、
下
記

Ｑ
Ｒ
か
ら
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
外
か
ら
転

入
し
た
場
合
は
市
役
所
市
民
総
合

窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
登
録
犬
が
亡
く
な
っ
た
場
合

　

下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課

●
多
頭
飼
育
の
届
出
の
お
願
い

1
つ
の
場
所
で
犬
や
猫
を
10
頭

以
上
飼
っ
て
い
る
人
は
、
府
へ
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。詳
細
は
、左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
府
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
７
２
・
９
５
８
・
８
２
１
２
）

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
を

廃
棄
す
る
際
は
拠
点
回
収
へ

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、
ゲ
ー
ム
機
、

掃
除
機
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
な
ど
は
、
強

い
衝
撃
が
加
わ
っ
た
り
変
形
し
た

り
す
る
と
、
発
熱
、
発
煙
、
発
火

す
る
な
ど
大
変
危
険
で
す
。

　
近
年
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

な
ど
が
ご
み
に
混
ざ
り
、
ご
み
処

暮
ら
し

川
や
溝
に
廃
油
を
捨
て
な
い
で

　
毎
年
、
暖
か
く
な
り
暖
房
器
具

を
片
付
け
る
時
期
に
な
る
と
、
灯

油
を
捨
て
る
な
ど
し
て
河
川
へ
廃
油

が
流
入
し
、
浄
水
場
の
運
転
を
停

理
施
設
や
収
集
車

両
で
、
頻
繁
に
火

災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。ご
み
で
捨
て

ず
、
市
役
所
や
市

内
の
協
力
店
に
設

置
し
て
い
る
リ
サ

イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス

缶
（
無
料
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
電
池
を
取
り
外
し
た
本
体
は
、

「
も
え
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
」
で

出
し
て
く
だ
さ
い
▽
回

収
拠
点
は
下
記
Ｑ
Ｒ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課

災害発生時におけるダンボール製品の
調達に関する協定を締結 石川県に義援金を贈りました

　２月19日に島田市長が石川県大阪事務所を訪れ、
山下所長に義援金 100 万円の目録を手渡しました。
この義援金は令和６年１月1日に発生した能登半島
地震で、大きな被害があった石川県の復旧・復興を
願い、市から贈ったものです。

　２月21日に株式会社大阪ケース製作所と災害発生
時におけるダンボール製品の調達に関する協定を締結
しました。避難所の設営などに必要な物資（ダンボー
ル製簡易ベッド・シート・間仕切りなど）の調達のため
に協力を要請するもので、災害救助と応急対策の円滑
化と被災者の負担軽減を図ることを目的としています。

◉廃食用油の回収
ところ ４月 ５月 ６月

老寿やすらぎ
千代田公民館 8日 13日 10日

南花台公民館 18日 16日 20日

高向公民館 ー 15日 ー

加賀田公民館 4日 ー 6日

三日市公民館 11日 ー 13日

くすのかホール ー 23日 ー

キタバあやたホール 25日 ー 27日

とき　午前 10 時～ 11 時▷老寿やすらぎ千代田公民館
と南花台公民館は午前 11時 30分まで
※エンジンオイルなどの鉱物油は絶対に混入しないでく
ださい。
問環境政策課

◉廃食用油回収協力店舗
店舗名 所在地 回収日 回収時間

にぎわいプラ座 本町 金 午前 10時～午後４時

止
し
て
施
設
を
洗
浄
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
水
道
水
の
約
70
％
は
、
滝

畑
ダ
ム
や
石
川
、
石
見
川
を
水
源

と
し
て
い
ま
す
。
河
川
な
ど
に
油

類
や
ご
み
を
捨
て
な
い
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
水
道
課

紙
お
む
つ
用
ご
み
シ
ー
ル
の

交
付
申
請

　
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
や
65
歳
以

上
の
高
齢
者
な
ど
で
お
む
つ
を
常

時
使
っ
て
い
る
人
が
い
る
世
帯
を

対
象
に
、
ご
み
シ
ー
ル
の
追
加
配

付
を
行
っ
て
い
ま
す
（
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
）。

※
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課

広域化後名称 連絡先 住所
大阪南消防局（代表） ☎ 072-958-0119 〒 583-0015藤井寺市青山 3丁目 613番地の 8

河内長野消防署（消防課） ☎ 53-0119
℻ 53-9939 〒 586-0094

小山田町 1663番地の 3河内長野消防署（警備課） ☎ 53-5681
℻ 53-5745

河内長野消防署千代田出張
所（旧名称：北出張所）

☎ 55-1245
℻ 55-1246

〒 586-0001
木戸一丁目 23番 5号

河内長野消防署南花台出張
所（旧名称：南出張所）

☎ 62-0155
℻ 62-0020

〒 586-0077
南花台八丁目 4番 3号

災害案内ダイヤル（大阪南消防局）☎050-1809-9992 ▷災害などの情報をお知らせしています

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

障
が
い
者

保
険・年
金

安
全
安
心

高
齢
者

就
労

税
金

教
育

人
権

健
康

事
業
所

自
治
会

そ
の
他

お
知
ら
せ

子
育
て

暮
ら
し

募
集
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